
仙台市及び仙台医療圏の人口・医療需要・必要病床数の見通し  （テーマ２「本市における医療需要と病院経営等について」関連）
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仙台医療圏人口推計（2020年―2045年）
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仙台市基本計画、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」より
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仙台医療圏65歳以上人口推計（2020年―2045年）
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病床機能報告

R2.7.1
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床
仙台医療圏病床機能報告結果と必要病床数（機能別）の見通し

慢性期 回復期 急性期 高度急性期

〇 仙台医療圏65歳以上人口は、今後も増加傾向が続く見通しである。

〇 うち仙台市の占める割合は約7割であり、その割合は今後も増加が見込まれる。

〇 仙台医療圏人口は、今後も減少傾向が続く見通しである。

〇 うち仙台市の占める割合は約7割であり、その割合は今後も増加が見込まれる。

〇 仙台医療圏の医療需要は、今後も増加傾向が続く見通しである。

〇 うち仙台市の占める割合は約7割であり、その割合は今後も増加が見込まれる。

〇 宮城県地域医療構想において、仙台医療圏の必要病床数は今後も増加すると推計されている。

〇 病床機能別では、今後回復期機能の充実が必要になると見込まれている。

仙台医療圏病床機能報告結果、宮城県地域医療構想より
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人／日 仙台医療圏における仙台市とその他市町村の医療需要見込み
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国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」、厚生労働省「患者調査」より

仙台市基本計画、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」より
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